
松本歯科大学衛生学院 

2019年度 実務経験のある教員による授業科目の内容 

 

授業科目 単位 
履修 

年次 
担当者 実務経験を踏まえた授業の内容 

口腔生命科学入門Ⅰ 2 1 

笠原悦男 

大木絵美 

小町谷美帆 

國松和司 

羽鳥弘毅 

森山敬太 

中山洋子 

川原良美 

村上康彦 

澁谷徹 

黒岩博子 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、歯科診療の

流れや歯科衛生士の役割を教え、歯科医療と口腔疾患の基礎

を理解させ、歯科医学を学ぶ基盤を習得させる。 

口腔生命科学入門Ⅱ 2 1 朝比奈伯明 
歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、医療現場で

患者と接するための心理学の基礎を理解させる。 

医療コミュニケーシ

ョン 
2 1 

岡藤範正 

森啓 

大木絵美 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、医療従事者

として必要な患者とのコミュニケーションに関する知識と技

術を演習を通して習得させる。 

人体の構造と機能Ⅰ 2 1 堀部寛治 
歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、解剖学・発

生学を講義し、歯科医学を学ぶ基礎を習得させる。 

歯･口腔の構造と機

能Ⅰ 
4 1 堀部寛治 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、歯の解剖

学・口腔組織学を講義し、歯科医学の基礎を習得させる。 

微生物学･口腔微生

物学 
2 1 出分菜々衣 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、微生物の基

本的知識を講義し、人と感染症の関係を理解させる。 

口腔衛生学Ⅰ 2 1 定岡直 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、歯・口腔の

疾病予防と健康の保持増進のための原理等を講義し、地域社

会における集団レベルでの疾病予防、健康管理に必要とされ

る知識を習得させる。 

口腔衛生学Ⅱ 2 1 定岡直 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、公衆歯科衛

生・地域歯科保健活動に必要な歯科疾患の疫学の基礎となる

歯科衛生統計について講義する。 

衛生学・公衆衛生学 2 1 川原一郎 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、人々の健康

を保持増進するための社会医学を講義し、包括的な問題解決

方法の考え方を習得させる。 

衛生行政・社会福祉 2 2 
土屋総一郎 

定岡直 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、歯科衛生士

として、国民の健康増進と適切な歯科医療を提供するために

必要な衛生行政、社会保障および社会福祉に関わる組織、法

律について理解させる。 

歯科衛生士概論 2 1 

笠原悦男 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、歯科衛生士

の業務と社会的役割を理解し、それぞれが目指す歯科衛生士

像を明確にさせる。 

島田陽子 

歯科衛生士として実務経験のある教員が、歯科衛生士の業務

と社会的役割を理解し、それぞれが目指す歯科衛生士像を明

確にさせる。 

保存修復・歯内療法

学 
1 2 

森啓 

小町谷美帆 

石田直之 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、保存修復学･

歯内療法学の意義、手技等を理解させ、歯科医師と協力して

適切でより良い医療を患者に提供できるように講義する。 

歯周療法学 1 2 
國松和司 

岩崎由紀子 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、歯周病の原

因や進行のメカニズムを講義し、その予防法と治療法につい

て理解させる。 

歯科補綴学 1 2 
菅生秀昭 

霜野良介 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、歯科衛生士

の資質向上をはかることを目的にし、咀嚼障害・咬合異常に

対する歯科補綴治療の基礎知識を習得させる。 

口腔外科学 1 2 

中山洋子 

森こず恵 

松村奈穂美 

内川恵里 

髙田寛子 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、歯科衛生士

として必要な口腔外科疾患の診査、診断、治療法、予後につ

いて理解させる。 



小児歯科学 1 2 
森山敬太 

谷田幸代 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、 

小児期から成人に至るまでの全身と口腔領域の正常な成長発

育を理解させる。 

歯科矯正学 1 2 川原良美 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、矯正治療の

目的･意義を理解するために、不正咬合の原因、種類、診察、

検査、診断、治療および予防法等について講義する。 

歯科放射線・歯科麻

酔学 
1 2 

黒岩博子 

谷山貴一 

小川さおり 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、歯科医療に

おける画像検査法の特徴と適応ならびに歯科診療補助として

の十分な知識、技能を講義し、放射線の人体に対する影響、

放射線防護の方法等について理解させる。また、歯科治療に

おける麻酔･精神鎮静法・救急処置の基本を理解させる。 

障害者歯科学 1 2 朝比奈滉直 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、スペシャル

ニーズのある人に歯科保健と歯科医療を提供するための知識

を習得させる。 

高齢者歯科学 1 2 山上裕介 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、高齢者に歯

科保健と歯科医療を提供するために必要な知識を習得させ

る。 

摂食・嚥下学 1 2 田村瞬司 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、高齢者歯科

医療、在宅訪問歯科医療における摂食・嚥下リハビリテーシ

ョンの役割を講義し、歯科衛生士に必要な知識を習得させ

る。 

歯科予防処置論Ⅰ 4 1 竹岡亜紀 

歯科衛生士として病院に勤務した経験を活かし、歯および口

腔疾患の予防と、口腔の健康の維持・増進を目的とした専門

的処置を実践するために必要な基礎知識と技術を身につけさ

せる。 

歯科予防処置論Ⅱ 3 2 竹岡亜紀 

歯科衛生士として病院に勤務した経験を活かし、患者個人の

口腔に応じた口腔ケアのプランニングから実践までの技法を

習得させる。 

歯科予防処置論Ⅲ 2 3 竹岡亜紀 

歯科衛生士として病院勤務経験のある教員が、2年次までに学

んだ項目の総まとめとして、復習と模型実習･相互実習を行

い、学生の臨床への応用力を高める授業を実施する。 

歯科保健指導論Ⅰ 2 1 

島田陽子 

歯科衛生士として病院勤務経験のある教員が、口腔に関心を

持ち、口腔保健の基礎と他教科とのつながりを理解できるよ

う歯科衛生課程の基本を教育する。 

三村杏奈 

歯科衛生士として歯科医院勤務経験のある教員により、臨床

での応用を見据え口腔保健の基礎を教育し、口腔衛生器材の

使用法を体得させる。 

歯科保健指導論Ⅱ 3 2 

島田陽子 

歯科衛生士として病院勤務経験のある教員が、ライフステー

ジごとの歯科的特徴、生活習慣、全身との関連を理解させ、

患者個人の口腔に応じた口腔ケアのプランニングから実践ま

での技法を習得させる。 

三村杏奈 

歯科衛生士として歯科医院勤務経験のある教員が、ライフス

テージごとの歯科的特徴、生活習慣、全身との関連を理解さ

せ、患者個人の口腔に応じた口腔ケアのプランニングから実

践までの技法を習得させる。 

歯科保健指導論Ⅲ 2 3 

島田陽子 

歯科衛生士として病院勤務経験のある教員が、これまで「歯

科保健指導論」および専門分野で修得した知識・技能・態度

をもとに歯科衛生過程を実践できる指導をする。 

三村杏奈 

歯科衛生士として歯科医院勤務経験のある教員が、これまで

「歯科保健指導論」および専門分野で修得した知識・技能・

態度をもとに歯科衛生過程を実践できる指導をする。 

栄養学・栄養指導法 2 1 中村美どり 
歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、ライフステ

ージ別に必要な栄養を選択できる知識を習得させる。 

歯科診療補助論Ⅰ 4 1 

三村杏奈 

歯科衛生士として歯科医院勤務経験のある教員により、医療

職として基本となる身だしなみや感染予防対策について理解

させ、臨床で多用される歯科材料の取り扱いを、実習を繰り

返して身に付けさせる。 

髙山きよ江 

歯科衛生士として病院勤務経験のある教員により、歯科材料

の知識と取り扱い方法を学び、歯科医師と共同して歯科治療

を行うための技術と態度を身に付けさせる。 

黒岩昭弘 歯科医師として病院勤務している教員が、臨床経験をもと



横井由紀子 に、日常で使われている材料の話題も交えながら、歯科材料

への関心を持ち歯科衛生士に必要な基礎知識を理解するとと

もに、主体的に学ぶ姿勢を身につけさせる。 

歯科診療補助論Ⅱ 3 2 

髙山きよ江 

歯科衛生士として病院勤務経験のある教員が、チーム医療に

おける共同動作の意義を理解させ、知識・技術を習得させ

る。また、全身的疾病を理解し対象年齢に応じた患者への接

し方についても習得させる。 

黒岩昭弘 

横井由紀子 

歯科医師として病院勤務経験のある教員が、臨床経験をもと

に、日常で使われている材料の話題も交えながら、歯科材料

への関心を持ち歯科衛生士に必要な基礎知識を理解するとと

もに、主体的に学ぶ姿勢を身につけさせる。 

永井早苗 

看護師として病院勤務経験のある教員が、歯科衛生士に必要

な看護学の基礎を講義し、臨床実習に応用できる知識を習得

させる。 

中西正人 

臨床検査技師として病院勤務経験のある教員が、歯科衛生士

として習得すべき臨床検査について講義し、全身的疾病の理

解を向上させる。 

歯科診療補助論Ⅲ 2 3 

髙山きよ江 

歯科衛生士として病院勤務経験のある教員が、歯科診療補助

および歯科衛生士の役割を再確認させ、知識と技術を統合さ

せる。また、歯科診療の高度化に伴い歯科衛生士として歯科

診療補助業務を効果的に行うために、更に専門的な知識・技

術を修得させる。 

安西正明 

各務秀明 

正村正仁 

朝比奈伯明 

歯科医師として病院勤務経験のある教員が、歯科診療の高度

化に伴い歯科衛生士として歯科診療補助業務を効果的に行う

ために、更に専門的な審美歯科・スポーツ歯科・口腔インプ

ラント治療の知識・技術を修得させる。 

谷内秀寿 
歯科技工士として病院勤務経験のある教員が、歯科診療補助

業務を効果的に行うために、歯科技工の知識を修得させる。 

臨地実習Ⅰ 10 2 

森啓 

國松和司 

霜野良介 

中山洋子 

森こず恵 

谷山貴一 

小川さおり 

黒岩博子 

秋枝俊江 

川原良美 

森山敬太 

平良勝将 

鈴木荘太 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、卒業後、直

ちに歯科臨床に携われるように、円滑な歯科診療を進めるた

めの診療補助について習得させる。 

西窪結香 

中島香奈子 

柳沢みさき 

笠原由香 

矢島絵美 

内田清美 

原あい 

三澤美幸 

歯科衛生士として病院での勤務経験のある教員が、卒業後、

直ちに歯科臨床に携われるように、知識と手技の向上を図る

指導を行い、患者とのコミュニケーション、対応法について

習得させる。 

臨地実習Ⅱ 10 3 

森啓 

國松和司 

霜野良介 

中山洋子 

森こず恵 

谷山貴一 

小川さおり 

黒岩博子 

秋枝俊江 

川原良美 

村岡理奈 

德田吉彦 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、卒業後、直

ちに歯科臨床に携われるように、円滑な歯科診療を進めるた

めの診療補助について習得させる。 



森山敬太 

平良勝将 

鈴木荘太 

西窪結香 

中島香奈子 

柳沢みさき 

笠原由香 

矢島絵美 

内田清美 

原あい 

三澤美幸 

歯科衛生士として病院での勤務経験のある教員が、卒業後、

直ちに歯科臨床に携われるように、知識と手技の向上を図る

指導を行い、患者とのコミュニケーション、対応法について

習得させる。 

歯科衛生士特論 8 3 

平賀徹 

堀部寛治 

出分菜々衣 

定岡直 

土屋総一郎 

森啓 

石田直之 

國松和司 

霜野良介 

菅生秀昭 

森こず恵 

松村奈穂 

髙田寛子 

内川恵里 

森山敬太 

川原良美 

黒岩博子 

谷山貴一 

朝比奈伯明 

中村美どり 

黒岩昭弘 

蓜島弘之 

歯科医師として病院での勤務経験のある教員が、国家試験出

題基準を踏まえた講義を行い、歯科衛生士国家試験合格のた

めに知識を統合させる。 

島田陽子 

竹岡亜紀 

三村杏奈 

髙山きよ江 

歯科衛生士として病院等の勤務経験のある教員が、国家試験

出題基準を踏まえた講義を行い、歯科衛生士国家試験合格の

ために知識を統合させる。 

中西正人 

臨床検査技師として病院等の勤務経験のある教員が、国家試

験出題基準を踏まえた講義を行い、歯科衛生士国家試験合格

のために知識を統合させる。 

キャリアデザイン 2 2 

島田陽子 

竹岡亜紀 

三村杏奈 

髙山きよ江 

歯科衛生士として病院等の勤務経験のある教員が、社会人と

して求められる姿勢や資質・能力を身につけさせる。 

健康管理 1 3 

島田陽子 

竹岡亜紀 

三村杏奈 

髙山きよ江 

歯科衛生士として病院等の勤務経験のある教員が、「健康」

について考察し、患者の健康を支える医療職としての自覚を

再認識させる。 

合計 92 単位 

 

 


